
本情報紙に関することについて、詳細を知りたい方は、お気軽に下記までお問い合わせください♪ 

河内教育事務所ふれあい学習課 ＴＥＬ028-626-3183 E-mail : kawachi-fureai@pref.tochigi.lg.jp 

河内教育事務所管内 ふれあい学習・生涯学習に関する情報紙 
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梅雨の晴れ間に夏の気配が感じられる頃となりました。地域の皆様、学校関係者の皆様には、日

頃から河内教育事務所の各事業に温かい御理解と御協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

さて、栃木県教育委員会が今年度、新たに策定した「とちぎ教育ビジョン 2026-2030」におい

て、基本目標の一つとして、ふるさとの未来を担う力を育むために、地域社会との様々な関わりを

通じて、地域全体で子供たちを育む学校づくりや、とちぎの自然や文化への愛着を深め、とちぎの

発展に向けて生涯学び続ける力を育む機会の充実を図ること等を挙げています。また、「栃木県生涯

学習推進計画（七期計画）」において、「ともに学びあい、『自分』や『とちぎ』の未来を描くことが 

ごあいさつ 栃木県教育委員会事務局河内教育事務所長 黒須 親章 

ふれあい学習課の事業紹介 

管内のふれあい学習の方向性を決める会議です。今年度

はテーマを「地域と学校で一緒に子どもを育てていこう～

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進

～」として、管内小・中学校の地域連携教員や地域コーデ

ィネーター等のメンバーを中心に協議を行います。 

☆学校と地域の連携を通したふれあい学習の推進☆ 

① ふれあい学習推進会議 

宇河地区生涯学習研究会  

  

  

 

 

 

 

 

 

＜研究会の目的＞ 

 本研究会は、社会教育主事有資格者及び社会教育士を

もって構成する会であり、学校教育と社会教育の連携を

推進し、融合を目指す方策や地域における生涯学習の在

り方・方法を研究する中で、研修や情報交換をとおして

会員相互の資質向上を図るとともに、宇河地区の生涯学

習の進行に寄与することを目的としています。 

＜今年度の事業計画＞（案）※総会（7/14 実施）にて決定 

○第１回研修

宇河地区生涯学習研究会総会 

７月 14 日(木) 宇都宮市立南図書館 

○第２回研修《河内地区地域連携教員研修（高・特）》 

10 月 22 日(木) 河内庁舎 

○第３回研修  

11 月 20 日(金) 河内庁舎 

○第４回研修《河内地区人権教育指導者一般研修》

12 月 ８日(火) 栃木県総合教育センター 

○第５回研修

２月 ５日(金)  河内庁舎 

社会教育主事有資格者の皆様の入会をお待ちしています♪♪ 

生涯学習イメージキャラクター 

「マナビィ」 

 

  「推 し」 

 

② 河内地区ふれあい学習ネットワーク 

上記推進会議の成果を発表するとともに、参加者同士の

つながりづくりを行う研修です。学校と地域で子どもを育

てるために必要な視点を得ることができるような場にし

たいと考えています。 

③ ふれあい学習出前講座 

ふれあい学習課は、学校や地域などにおける大人の学

習機会として「ふれあい学習出前講座」を実施し、家庭・

地域の教育力の向上を図っています。 

プログラムは、学校と地域の連携・ 

協働活動、家庭教育、人権教育等があ 

ります。各学校等の実情に合わせて講 

座内容を一緒に考えることもできます 

ので、お気軽に御連絡ください。 

ふれあい学習課職員紹介 

 
副主幹兼ふれあい学習課長 

田中 久之 

担当：課の総括 

社会教育主事 

森 美佑紀 
担当：地域連携・人権教育 

：アップルパイ 

社会教育主事 

関 直哉 
担当：家庭教育・読書活動推進 

：昆布水つけ麺 

できる人づくり」を基本目標とし、「必要な学びに誰もが参加できる機会をつくる」「学びを通して人々のつながりをつ

くる」「学んだ成果を生かして活躍できる機会をつくる」の３つの基本施策を示しております。 

本教育事務所ふれあい学習課は、これらの基本目標や基本施策等を参酌し、ふれあい学習や生涯学習・社会教育を推

進することで、県民の主体的な学びや、多様な人々との協働を進め、子どもの生きる力を育むとともに、家庭と地域の

教育力の向上を目指して参ります。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 


